
南阿蘇ビジターセンター阿蘇野草園だより
●キバナアキギリ【黄花秋桐】（シソ科アキギリ属）

秋になると黄色のお花をつけた高さ約20～40㎝の野草を見ることが
できます。

名前の由来は、秋に開花し花姿が桐の花を思わせることからその名が
つきました。別名を「コトジソウ」とも呼ばれ、花の形が琴の弦音を調節
するのに用いる「琴

こ と

柱
じ

」に似ていることからそう呼ばれたそうです。
学名が「Salvia nipponia（日本産のサルビ

ア）」で日本原産の「サルビア（英語名:セー
ジ）」として紹介されますが、ハーブとして
使われるセージのような香りはありません。

✿花ことば✿　「清らかな愛」
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人にやさしいまちの実現に向けて
～互いの人権を尊重し、支え合うことから～

― 上半期 人権教育の取り組みを振り返って ―
今回は、上半期に開催された人権教育関係の行事や研修についてご紹介します。

（1）「ふれあいこども会」の開講式（5/14）
子どもたちが、「人にやさしくする心、命を大切にする心」

と、「いじめや差別をしない、させない、許さない実践力」
を身に付けていくことをめざ
す、高森町ふれあい子ども会
の開講式が行われました。

出席した子どもたちは、緊
張しながらも、今年度の抱負
を力強く発表してくれました。

（2）�阿蘇郡市人権同和教育
研究大会の開催（8/3）

41回目を迎えた本大会は、今年も阿蘇郡市内6会場での
分散開催で行われました。保育園・幼稚園、学校、地域、
企業・団体、議会、行政などの、各組織に所属する関係者
約600人が参加し、人権問題についてそれぞれに取り組ん
できた実践を紹介するなどして学び合いました。

高森町でも、高森総合センターを会場に学校教育部会C分
科会が行われ、101名の参加がありました。「ひとりひとり
のこどもをどうとらえ、どのように支

し

援
え ん

していくか」との分
科会テーマに沿い、小国小学校と高森東学園義務教育学校
の2名の先生方からの報告と、参加者全員による意見交換が
行われました。

終了後、参加者からは「子どもたちが安心して自分を出せ

る環境づくりこそが大切であることに、改めて気づかされ
ました」、「差別は今も存在していて、それを見過ごしてき
た私にも責任があると感じました」など、貴重なご意見が寄
せられました。また、各学校からは、先生方に加え、保護
者会代表の方々にも多く参加をいただきました。

（3）�高森町人権同和教育推進協議会 行政部会第1回研
修会の実施（8/28）

住民サービス提供の担い手である町職員が、あらゆる人
権問題に対する正しい理解と認識を深め、人権尊重の視点
に立って職務を遂行できるよう、行政関係職員を対象にし
た第1回研修会が実施されました。

前半では、水俣市在住の葛西伸夫さん（元 一般財団法人水
俣病センター「相思社」所員）を講師に迎え、水俣病の歴史と
人権問題について講演していただきました。後半は、県内
における人権同和問題の発生状況と、その解決・解消に向
けた適切な対応についての学びを深めました。

本研修を通して、人権問題に対
して正しく知ることと、「差別は
許されない」という強い意識を
もって職務にあたることの大切さ
を、参加者全員で確認することが
できました。
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開講式の様子（憩いの家）
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